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第１章 はじめに 

 

第１ 計画策定の趣旨 

 

今日、子どもを取り巻く環境は、携帯電話やインターネットの普及等、情報メディアの

高度な発達とともに大きく変化しております。特にテレビや DVD 等の発達・普及により、

幼児期から読書に親しむ機会が減少するなど、子どもの「読書離れ」が指摘されています。 

子どもにとって読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かな

ものにし、人生をより豊かに生きる力を身につけていく上で大変重要であります。 

国では平成１３年１２月に「子ども読書活動の推進に関する法律」が公布・施行され、

この法律に基づき、「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を、平成１４年８月・

平成２０年３月・平成２６年６月にそれぞれ第一次・第二次・第三次計画として策定しま

した。 

青森県では「青森県子ども読書活動推進計画」を、平成１６年３月・平成２２年３月・

平成２７年３月にそれぞれ第一次・第二次・第三次計画として策定しました。 

当市においても、平成２０年３月に「五所川原市子ども読書活動推進計画～子どもの本

読みを推進するために～（第一次）」を策定し、施策の総合的かつ計画的な推進を図ってき

ましたが、課題も多く、計画策定時に目指したものが十分実施できたとはいいがたい部分

もあります。 

このため、第一次計画策定時に行ったアンケート調査を再び実施することにより、成果

と課題を洗い出し、県で策定した「青森県子ども読書活動推進計画」（第三次）との整合性

を図りながら新たな「五所川原市子ども読書活動推進計画～子どもの自主的な読書活動を

推進するために～（第二次）」を策定するものです。 

 

 

第２ 計画の期間 

 

 本計画は、平成２８年度から平成３２年度までの５年間にわたる施策の基本的方向を示

すものです。 
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第２章 アンケート調査について 

 

第１ アンケート調査について 

 

（１）調査の目的 

   平成１９年度に行ったアンケート調査とほぼ同様のアンケートを行なうことにより、

子どもの読書活動を現状把握のみならず、意識変化をとらえることにより、本市の子

ども読書活動推進計画策定に資することを目的とします。 

 

（２）調査対象者 

   ①保育園・幼稚園及び小中学校 

   ②市内小学生(３年生・６年生)・中学生(２年生)及びその保護者 

 

（３）実施期間 

   平成２７年７月１日～平成２７年７月１７日 

 

（４）標本数及び回収結果 

  
標本数(配布数) 回収数 回収率(％) 

市内保育園・幼稚園及

び小中学校 
４２ ３７ ８８．１ 

市内小・中学生保護者 １，４２０ １，１３４ ７９．９ 

小学生 ８４３ ７２５ ８６．０ 

中学生 ５７７ ４０９ ７０．９ 

 

 

第２ アンケート調査結果の比較 

 

計画策定にあたり、保護者向け・小中学生向けとして平成１９年度に行った内容と同様

のアンケート調査を実施しました。左の表が平成１９年度の調査結果、右の表が平成２７

年度の調査結果となっています。 

 また、保育園・幼稚園・小中学校向けアンケートについては、設問内容を変更したため、

今年度の結果だけを掲載しています。左の表が保育園・幼稚園、真ん中の表が小学校、右

の表が中学校の調査結果となっています。 
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１ 保護者向けアンケート 

 

・読み聞かせの経験について 

Q１.あなたは子どもに本を読んであげた経験がありますか。 

 

 

 

 

 

 

「よくある」「時々ある」「あまりない」を合わせると、前回調査との差異はなく、ほぼ

１００％の親が読み聞かせをした経験があります。 

 

・読み聞かせの開始年齢について 

Q２.初めて本を読んであげたのは何歳くらいのときですか。 

 

 

 

 

 

 

「０～１歳」に読み聞かせを開始している割合が前回調査より６ポイント増えています。

乳幼児健診・エンゼル相談・子育て支援センターでの本の貸し出しや読み聞かせを継続し

て行うことにより、子どもと保護者が本に親しむきっかけとなり、割合が増えたものと考

えられます。 

 

・読み聞かせの期間について 

 Q３.子どもに本を読んであげたのはいつ頃までですか。 

 

 

 

 

 

 

前回調査同様、９割以上の保護者が小学校低学年まで読み聞かせを行っています。 
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・図書館等へ行った経験について 

 Q４.子どもと一緒に公共図書館等にいったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

「よくある」「時々ある」を合わせると１０ポイント増加している一方、「ない」と回答し

た方が５ポイント増加しています。市立図書館では来館者増にむけ、様々な取り組みを行

っており、それが増加した一因になっていると考えられます。 

 

・子どもの読書に対する保護者の意識について 

 Q５.子どもが読書することは大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

前回調査同様、ほぼ１００％の親が読書の大切さを認識しています。 

 

・１ヶ月の読書冊数について 

 Q６.あなた自身は１ヶ月に何冊本を読みますか。 

 

 

 

 

 

 

全く本を読まないという保護者が２４％から４９％へと大幅に増えています。また、「１～

２冊」という回答も６５％から４１％へと大幅に減少しています。子どもの読書の大切さ

は認識しているものの、保護者自身の本離れはすすんでいるという結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92%

8%

0%0%

1 思う

2 少し思う

3 あまり思わない

4 思わない

0 無回答
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２ 小中学生向けアンケート 

 

 Q１.何年生ですか。 

 

 

 

 

 

 

前回調査は、小中学校を抽出し全学年を対象に行いましたが、今回は全ての小中学校の小

学３年生と６年生及び中学２年生を対象としました。 

 

Q２.性別を教えてください。 

                    

 

 

 

 

 

前回調査より女性の比率が若干増加しています。 

 

Q３.本を読むことが好きですか。 

 

 

 

 

 

 

「好き」「どちらかといえば好き」をあわせた割合が８５％から７９％へと減少しています。

前回調査より読書離れがすすんでいることが伺えます。 

 

Q.４どんな本が好きですか。 

 

 

 

 

 

 

概ね前回調査と同様の傾向を示しています。 

 

 

 

54%

3%
3%

9%

5%

7%

19%

1 小説や物語

2 伝記

3 科学

4 絵本

5 歴史

6 図鑑

7 趣味・スポーツ

0 無回答

28%

35%

36%

1%

1 小学３年生

2 小学６年生

3 中学２年生

0 無回答
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Q５.読書の良さや大切さは何だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

「考える力がつく」と回答した割合が１１ポイント減少するなど、読書の効果に対する考

え方が変化してきています。 

 

Q６.本をどのようにして手に入れることが多いですか。 

 

 

 

 

 

 

「買う（買ってもらう）」、「学校の図書室で借りる」がそれぞれ１０ポイント増えています。

「家にある」が１２ポイント減少しています。保護者の読書離れがすすんでいることによ

り、家庭に本がないといった環境になってきていると推測されます。 

 

Q７.学校から帰ったらどれくらいの時間本を読みますか。 

 

 

 

 

 

 

「ほとんど読まない」が１０ポイント増えています。さらに、「１時間まで」が５ポイント

減少しており、前回調査より読書離れがすすんでいることが伺えます。 

 

Q８.１ヶ月にどれくらい本を読みますか。 

 

 

 

 

 

 

読書を全くしないといった子どもが３ポイント増えている一方、月に「１～２冊」は読む

といった子どもが４ポイント増えています。 

 

45%

30%

16%

4% 5%

1 ほとんど読まない

2 ３０分まで

3 １時間まで

4 ２時間まで

5 ２時間以上

0 無回答
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Q９.本を読まない理由はなんだと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査より回答する選択を多くしたため比較困難ですが「勉強で忙しい」が増えている

ことが伺われます。 

 

Q１０.小学１～２年生の時と比べて本を読んでいると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

「今のほうが読んでいる」が５ポイント減少し、「１～２年生のときが読んでいた」が４ポ

イント増えています。高学年になるほど本を読まなくなっていることが伺えます。 

 

Q１１.学校やクラスでの読書の時間によって、何かかわったことや感じていることはあ

りますか。 

 

 

 

 

 

 

「読書の時間は楽しい」「本が好きになった」など読書に対する肯定的な考え方の子どもが

４ポイント増えている一方、「読書の時間はつまらない」が３ポイント増えています。読書

の好き嫌いがはっきりしてきている傾向が伺えます。 

 

Q１２.学級文庫を利用しますか。 

 

 

 

 

 

 

学級文庫を「よく利用する」が５ポイント減っており、また、学級文庫があっても利用し

7%

18%

15%

3%
5%

14%

13%

7%

5%

6%
4% 3%

1 習い事でいそがしい

2 部活動でいそがしい

3 勉強でいそがしい

4 近くに本を読めるところがない

5 読みたい本がわからない

6 ゲームをしたい

7 テレビをみたい

8 マンガを読みたい

9 スポーツをしたい

10 おもしろいと思わない

11 本はきらい

0 無回答

28%

50%

22%

1 よく利用する

2 あまり利用しない

3 クラスに学級文庫がな

い

0 無回答
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ない割合が９ポイント増えています。環境が整っていてもあまり利用しない子どもが増え

ていることが伺えます。 

 

Q１３.学校の図書室や学級文庫から１ヶ月にどれくらいの本を借りますか。 

 

 

 

 

 

 

全く本を借りない子どもの割合が４ポイント減少しています。前設問の回答をあわせて考

えると、学級文庫の利用率は減少しているものの、図書室の利用率は増えていることが伺

えます。 

 

Q１４.どんなときに学校の図書室を利用していますか。 

 

 

 

 

 

 

「調べ学習をするとき」が２１ポイント減少し、「本を読んだり借りたりするとき」が１７

ポイント増えており、図書室の利用目的が変化してきていることが伺えます。 

 

Q１５.学校の図書室を利用するときに困ることは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

「読みたい本がない」が１０ポイント減少し、「特に困ることはない」が１３ポイント増え

ていることから、図書室の充実が図られていることが伺われます。 
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Q１６.学校以外の図書館を１ヶ月に何回利用しますか。 

 

 

 

 

 

 

前回調査同様「０回」の割合が高く、公共図書館等が利用されていないことが伺われます。 

 

Q１７.学校以外の図書館をあまり利用しない理由は何だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

「遠い」が前回調査同様に割合が高くなっています。 

 

Q１８.学校の図書室や学校以外の図書館がどうなればもっと利用しやすくなると思い

ますか。 

 

 

 

 

 

 

「もっといろいろな種類の本をおく」が２３ポイント増えています。利用率を増やすため

には、蔵書の充実が必要であることが伺えます。 
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３ 保育園・幼稚園・小中学校向けアンケート 

 

 Q１.市民や読み聞かせ団体による読み聞かせボランティアを導入していますか。 

保育園・幼稚園        小学校           中学校 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせボランティアの導入割合は小学校が８２％と多く、中学校では導入している学

校がありませんでした。 

 

 Q２.蔵書冊数及び種類についてお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

保育園・幼稚園の蔵書冊数は圧倒的に絵本が多く、小中学校では小説や物語が５割以上を

占めています。 

 

 Q３.定期的な読書活動は実施していますか。 

 

 

 

 

 

 

保育園・幼稚園では１００％行われており、小学校でも１１校中１０校で行われています

が、中学校では定期的に読書活動を行っている割合が少なくなっています。 

 

 Q４.定期的な読書活動を実施している場合、時間帯についてお知らせください。 

    

 

 

 

 

 

保育園・幼稚園においては、複数回答が多くすべて計上したためまんべんなく回答がちら

ばっています。小中学校においては、朝に行っている傾向があります。 

82%

18%

1 導入している

2 導入していない
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 Q５. 定期的な読書活動を実施している場合、１週間の回数についてお知らせください。 

保育園・幼稚園        小学校           中学校 

 

 

 

 

 

 

保育園・幼稚園においてはほぼ毎日行われているが、小学校では７８％、中学校では３３％

へと減少しています。 
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第３章 第一次計画における取り組みの成果と課題 

 

第１ 家庭・地域・学校等における取り組みの成果と課題 

 

１ 子どもの読書活動の推進における家庭の役割 

 

 家庭においては読み聞かせをしたり、読書の時間を設けたりして、読書を日常の生活

の中に位置づけていくことが大切です。保護者自身が読書をする姿を見せることが大事

で、子どもたちの一番身近な家庭では、父母その他の保護者が読書の楽しさやすばらし

さを伝えることが大切です。 

 乳幼児健診・エンゼル相談・子育て支援センターにおいて、本の貸し出しや読み聞か

せを継続的に行い、子どもと保護者が本に親しむきっかけ作りを行ってきました。 

保護者へのアンケート調査の結果、子どもに本を読んであげた経験や子どもが読書す

ることが重要だとの認識は、前回調査同様にほぼ１００％でした。しかしながら、子ど

もと一緒に図書館を利用し、保護者自身が読書するということについては、前回調査よ

り減少しているという結果となりました。また、家庭に本がない環境になってきている

結果がでています。 

保護者自身が読書に親しむことや、読書が生活の中に位置づけられるように誘導して

いくことが課題といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  市立図書館による出張貸し出しの様子 

 

 

 

 

 

 

 

                     図書館主催による 

「だっこでいっしょおはなし会」の様子 
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２ 子どもの読書活動の推進における地域の役割 

 

   家庭や学校のほかに、子ども達が日々を過ごし、子どもの読書と密接に関わる場とし

て「地域」があります。 

この地域の中には、市立図書館をはじめ保育園・幼稚園・ふれあいハウス等の施設が

あり、子ども読書に関わる取り組みも実施されています。 

市立図書館では、展示・行事を開催する際、地域の方に絵画・手芸作品・写真などを

ご提供いただいています。子どもが本や読書により興味を持ってもらえるようにとの共

通の思いを持ち連携し実施することで、新たな図書館利用へとつながっています。 

市内読み聞かせボランティアグループは、各小学校や市立図書館で、読み聞かせ・ブ

ックトーク・パネルシアターなどのお話し会を継続して行っています。 

保育園・幼稚園では、日常的に先生が読み聞かせを行っていることに加え、先生が市

立図書館に来て大型絵本や大型紙芝居を選んで借り、園で読み聞かせを行っています。 

こういったことから、これまでのそれぞれの活動を基礎として、ボランティアグルー

プ、地域の方、保育園・幼稚園等、市立図書館、行政機関が子どもの読書活動を活発に

していけるよう連携を強化していくことが課題といえます。 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ボランティアグループとの共催による 

             夏休み子どもの集い 

             「夜の図書館こわ～いはなし」の様子 
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３ 子どもの読書活動の推進における学校の役割 

 

  子どもが多くを過ごす学校は、読書習慣を形成する上で重要な役割を担っています。 

  学校図書館の充実を図るため、市立図書館司書が学校図書館に出向き、廃棄・分類･

排架を行うことで、使いやすく、探しやすい図書館となり、そして、不足分野を明確に

することで、購入図書選定がしやすくなり予算が有効に活用されることにつながりまし

た。 

  また、市立図書館では、市浦地区の保育園に月 1 回、発達段階に応じて選書した絵本

を配本し、それらを保育士が園児に読み聞かせをすることで本の楽しさを伝えることが

できています。 

  アンケート調査の結果によると、図書館の利用方法として「調べ学習をするとき」の

割合が大幅に減少しており、利用目的が変化してきています。図書館を利用する時に困

ることの設問では「読みたい本がない」が１０ポイント減少し、蔵書の充実が図られて

きてはいるものの、依然３割の子どもが不便を感じています。 

  図書館整備未実施校の解消や学校図書館運営・活動の中心的役割を担う司書教諭の指

導時間の確保と学校司書の配置、そして更なる蔵書の充実が課題といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校図書館整備後の様子 
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第２ 施設、設備その他の条件整備の充実への取り組みの成果と課題 

 

１ 市立図書館の整備・充実 

 

（１）図書サービス網・情報化の推進 

   「いつでも」「どこでも」「だれにでも」本や情報を提供するのが図書館の役割です。 

      市立図書館では、児童室の検索・予約ができる端末を設置し、子どもたちによく利

用されています。しかしながら、障害のある子どもの実態に即した資料は整備されて

いないため、マルチメディアデイジー図書、デイジー図書再生機器などの整備が課題

といえます。 

 

（２）図書資料の充実 

   現在、五所川原市には、市立図書館・伊藤忠吉記念図書館・市浦分館と３館設置さ

れており、図書館での児童書の貸出冊数は平成２０年度の２６，２１５冊から平成２

６年度は３１，７２０冊へと増加しています。 

   アンケート調査の結果によると、「もっといろいろな種類の本をおく」と、利用しや

すくなると回答した子どもが、３５％から５８％へと大幅にその割合が増えています。 

   ３図書館を合計した蔵書冊数は、平成１９年度の１１０，６００冊（うち児童書２

４，９００冊）から平成２６年度末現在では１３５，９５４冊（うち児童書３１，３

３１冊）へと増えているものの、児童書の占める割合は２３％と、割合はほぼ変わら

ず推移しているので、意識して児童書の割合を増やしていくことが課題といえます。 

 

（３）図書館職員の資質向上 

   子どもの読書サービスを推進するために、県立図書館や北日本管内での研修に参加

したり、書店や大規模図書館を訪問したりして知識を深めてきました。より充実した

子どもの読書サービスを目指すためには、司書全員のスキルアップと、得た知識・経

験を地域で活動するみなさんへ伝えることが課題といえます。 

 

 

 

                      

 

                     市立図書館 

児童室赤ちゃんコーナーの様子 
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２ 学校図書館の整備・充実 

 

（１）図書資料の充実 

現在の学習活動には古くて使用できない図書の除籍作業が進み、使える蔵書数の実

数が把握できました。今後は、不足分野を計画的に購入し、学校図書館図書標準を目

指していくことが課題といえます。 

 

（２）情報化の推進 

一部の学校では蔵書管理システムを導入していますが、全校への導入はされていま

せん。今後は、システムを管理・運用する人的配置が課題といえます。 

 

（３）人的環境の整備・充実 

小学校図書館では、ボランティアによる読み聞かせが８２％導入されていることか

ら、読み聞かせに関してはほとんどの学校で充実しているといえます。 

図書の受入・補修作業は、一部の小学校ではＰＴＡやボランティアの協力を得て実

施していますが、ほとんどの学校では人手が足りず実施が難しい状況です。 

司書教諭や図書館担当の教諭は、担任や他の校務分掌と兼務で授業時数の軽減もさ

れていないため、図書館業務に当たることが難しいのが現状であり、学校司書配置や、

市立図書館司書との連携方法などを検討・実施することが課題といえます。 

 

第３ 読書活動関係施策の効果的な推進への取り組みの成果と課題 

 

１ 家庭、地域、学校等の連携・協力の推進 

 

市立図書館、学校図書館、ボランティアグループ、地域の方、それぞれが読書の楽

しさと必要性を認識し、子どもの読書活動につながる活動を継続して行ってきていま

す。 

これまでの経験と共通の思いがつながることで、子どもの読書活動は効果的に推進

していきます。協力関係をさらに強化し、具体的な方策を推進するとともに体制の整

備を図っていくことが課題といえます。 

 

 

 

 

ボランティアグループとの共催による 

「読み聞かせフェア」の様子 
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第４章 基本方針 

 

子どもは、読書を通じて読解力や想像力、思考力、表現力等の生きるための基礎とな

る力を養うとともに、多くの知識を得たり、多様な文化を理解したりすることができま

す。 

読書は、子どもが自ら考え、自ら行動し、主体的に社会の形成に参画していくために

必要な知識や教養を身に付ける重要な契機となります。特に、社会が急激に変化し、複

雑化していく中で、個人が自主的な読書活動を通じて、生涯にわたって絶えず自発的に

学ぼうとする習慣を身に付けていくことは大変重要です。 

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、家庭・地域・学校を通じた社会全体

で取り組むことが重要です。 

このような観点から、次の基本方針の下、社会全体で子どもの自主的な読書活動の推

進に取り組みます。 

 

 

基本方針１ 子どもが読書に親しむ機会の充実に向けた取り組みの推進 

 

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、子ども自身が読書の楽しさを知るき

っかけを作り、読書の幅を広げ、読書体験を深めるような機会を提供する必要がありま

す。 

そのため、家庭・地域・学校のそれぞれの役割を明確にし、子どもが読書に親しむ機

会の充実に向けた社会全体での取り組みの推進に努めます。 

 

 

基本方針２ 子どもの読書活動を支える環境の整備・充実 

 

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、乳幼児期から読書に親しめるような

環境を身近に整えることが必要です。 

そのため、子どもの読書活動に資する施設、設備その他の諸条件の整備・充実に努め

ます。また、各施設間及びボランティア等との連携・支援を進めます。 

 

 

基本方針３ 子どもの読書活動に関する理解と関心の普及・啓発 

 

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、特に、保護者、教員、保育士等子ど

もの成長に深く関わる身近な大人が、読書活動に理解と関心を持つことが重要です。子

どもは、絵本や昔話等の読み聞かせを通じて、また、読書をする大人の姿を見ることで

読書意欲を高めていきます。 

そのため、子どもの自主的な読書活動の意義や重要性について理解と関心を深め、社

会全体で子どもの読書活動を推進する機運の醸成に努めます。 
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第５章 子どもの読書活動の推進方策 

 

第４章で掲げた「基本方針」１～３ に基づき、子どもの読書活動の推進に向けて、以下

の取り組みを進めます。 

 

基本方針１ 子どもが読書に親しむ機会の充実に向けた取り組みの推進 

 

１ 家庭における子どもの読書の機会の充実 

 

子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されるものです。子どもが読書に親しみ、

自主的に読書活動を進め、読書習慣を身に付けるために、家庭の役割は極めて重要です。

そのためには、まず、保護者が読書に対する理解を深め、自ら読書に親しむことが大切

です。そして、子どもと共に読書の楽しさを分かち合い、家族間のコミュニケーション

を深め、読書が生活の中に位置付けられるような取り組みを推進することが大切です。 

また、育児環境が大きく変化している今日、祖父母による子どもの読書活動への関わり

も考慮する必要があります。 

 

 具体的な取り組み 

 

① 家庭での読み聞かせの浸透 

図書館・公民館、地域の読み聞かせグループ等の関係団体、子どもの読書活動が

行われる施設(幼稚園、保育所、小・中学校、病院、保健所・保健センター等)との

連携により、乳幼児期から絵本等に触れる機会の充実に努めるとともに、子どもの

発達に応じて絵本の読み聞かせや一緒に本を読むなどの活動を継続的に行い、家庭

での読み聞かせを推進します。 

② 保護者に読み聞かせの楽しさなどを伝える場の提供 

乳幼児健診・エンゼル相談等の際に、図書館職員や読み聞かせボランティア等が

健康推進課・子育て支援センター等と連携し、絵本の選び方や読み聞かせの楽しさ

などを保護者に伝える場（ブックスタート等）を提供します。 

③ 読書習慣定着のための家庭に対する普及・啓発活動及び情報発信 

小学校、中学校と学校段階が進むにつれて読書離れの傾向が見られます。家庭に

おける読み聞かせや、子どもが読書の時間を持つことの重要性について理解を深め、

家庭での読書習慣の定着を図るため、各家庭及び祖父母に向けての普及・啓発活動

や情報発信に努めます。 
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２ 地域における子どもの読書の機会の充実 

 

子どもの読書活動を推進するためには、地域の中で身近に本に親しむことができる図

書館が重要な役割を果たしています。図書館は、子どもが、自分の読みたい本を豊富な

図書の中から自由に選択し、読書の楽しみを知ることができる場所です。そのため、本

市に設置されている３つの図書館において、子どもに読書の楽しさを伝え、読書活動を

推進していくための様々な活動を展開していくことが望まれます。また、日常的に子ど

もの読書活動についての啓発活動を行うとともに、発達の段階に応じた様々な取り組み

を積極的に行うことなどが大切です。 

 

具体的な取り組み 

 

① ボランティア等との連携・協力 

ボランティアグループ等は、子どもたちに本の魅力を伝える重要な存在であるこ

とから、取り組みの状況を把握するとともに、読み聞かせやおはなし会が充実する

よう、ボランティア等との連携・協力に努めます。 

② 読書活動の推進に関する情報提供 

読み聞かせボランティア等と連携して、幼稚園・保育所等・学校の求めに応じて、

研修会やおはなし会の講師の斡旋、昔話の語りべに関すること等、様々な子どもの

読書活動の推進に関する情報提供を行います。 

 

３ 学校等における子どもの読書の機会の充実 

 

学校は、子どもが多くの時間を過ごし、子どもの読書習慣を形成していく上で大きな

役割を担っています。幼稚園・保育所等においては、幼児期から読書の楽しさを知るこ

とができるように、子どもが絵本や物語に親しむ活動を積極的に行うことが大切です。

あわせて、保護者に対しても読み聞かせの大切さや意義を広く普及することが求められ

ます。 

また、小学校・中学校においては、児童生徒が生涯にわたって読書に親しみ、読書の

幅を広げるため、読書の機会の拡充や図書の紹介、読書経験の共有により、様々な図書

に触れる機会を確保することが重要です。 

 

 具体的な取り組み 

 

① 読書活動推進 

全校一斉の読書活動を推進します。また、図書委員会活動等、児童生徒が主体的

に行動して読書活動を推進する機会を設けます。 

② 学校図書館を活用した授業実施の検討 

授業のねらいや児童生徒の実態に応じて、市立図書館司書と協力し、学校図書館

を活用した授業実施に向け検討を行います。 
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基本方針２ 子どもの読書活動を支える環境の整備・充実 

 

１ 市立図書館における環境の整備・充実 

 

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、子どもが生活する地域に読書活動を

楽しむ図書館があり、そこに豊富な蔵書が整備されている必要があります。 

また、読み聞かせや学校図書館支援活動を行うボランティア等によって組織されたグ

ループ・団体は、子どもが読書に親しむ機会を提供したり、学校図書館の活発な活動を

支えたりするとともに、子どもの読書活動の推進に関する理解や関心を広める上で、重

要な役割を果たしています。絵本、児童・青少年用図書を提供する書店等の民間企業も

子どもの読書活動を推進する上で欠くことのできない存在です。 

 

具体的な取り組み 

 

① 図書の整備・充実 

様々な年齢、生活体験、読書体験の子どもたちを念頭に置いた、あらゆるジャン

ルの本を揃え、提供していきます。また、可能な限り児童図書購入費の確保に努め

るとともに、県立図書館からの協力貸出を行い、常に魅力ある本揃えを目指します。 

  ② 使用促進を目的とした行事・展示の実施 

    図書館利用・読書推進につながるような多様な行事・展示を企画実施しながら子

ども達のニーズを把握し、サービスの充実を図るというサイクルをつくります。 

    また、「子ども司書養成講座」を実施し、学校・地域・家庭で読書の大切さや楽し

さを広める役割を担う人材を育てます。 

③ 貸出サービス体制の整備・充実 

図書館から遠い地域に住む子どもなど、より多くの子どもに読書の機会を提供す

るために、学校図書館や移動図書館など様々な貸出サービスを受けられる場所を整

備し、活用していきます。 

④ 図書館等の情報化 

地域における子どもの読書活動を推進するためには、児童・青少年用図書及び乳

幼児向けの図書に関する情報や、おはなし会の開催など子どもの読書活動の機会に

関する情報をホームページ・広報等により積極的に住民に提供します。また、ホー

ムページに子どもが利用しやすいよう「子どもページ」を設け内容の充実に努めま

す。 

⑤ 児童室等の整備 

子どもにとって図書館等をより利用しやすいものとするため、児童室や絵本コー

ナーを整備するとともに、子ども専用の検索機や貸出・相談カウンターを設けるな

どの工夫をします。今後、図書館システム機能を生かし、児童室端末をセルフ貸出

端末としても利用できるように努めます。 

⑥ 司書及び司書補の配置 

司書及び司書補は、児童・青少年用図書等をはじめとする図書資料の選択・収集・

提供、読み聞かせ等子どもの読書活動の推進に資する取り組みの企画・実施、子ど

もの読書に関する保護者の相談への対応など、子どもの読書活動の推進における重
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要な役割を担っています。 

市立図書館等と学校図書館の連携・協力においても積極的な役割を果たすことが

期待されていることから、司書の重要性について認識を深め今後も配置に努めます。 

⑦ 職員研修の充実 

司書及び司書補だけでなく、その他の図書館等の職員においても、児童・青少年

用図書等を含む図書館資料に関する広範な知識や、子どもの発達の段階に応じた図

書の選択に関する知識、子どもの読書指導に関する知識・技術等が求められること

から、職員研修の充実を図ります。 

⑧ 障害のある子どものための諸条件の整備・充実 

文字を読むことが難しいなど様々な障害のある子どもの読書を支援するため、布

の絵本、マルチメディアデイジー図書などの収集を行い、必要とする子どもたちに

届くよう PR に努めます。 

※マルチメディアデイジー・・・デジタル録音図書の国際標準規格ＤＡＩＳＹで作成

したデジタル版の録音図書のことです。パソコンの画面上にハイライトされ、同時

に音声が流れます。 

 

２ 学校図書館における環境の整備・充実 

 

学校図書館は、「読書センター」としての機能と、「学習・情報センター」としての機

能を果たし、学校教育の中核的な役割を担うことが期待されています。特に、近年は確

かな学力の確立のため、各教科の学習活動において児童生徒が自主的に探究する能力が

求められており、そのためには、学校図書館の利活用の促進が重要です。 

さらに、児童生徒が生き生きとした学校生活を送れるようにするため、また、児童生

徒のストレスの高まりや生徒指導上の諸問題へ対応するため、「心の居場所」としての機

能を充実させていくことが期待されています。 

学校図書館の運営に当たっては、校長のリーダーシップの下、司書教諭が中心となっ

て教員、学校図書館担当職員（いわゆる学校司書）、公立図書館、ボランティア等が連携・

協力して、それぞれの立場から学校図書館の機能の充実を図っていくことが重要です。 

 

 具体的な取り組み 

 

① 学校図書館支援センターの設立 

これまでの学校図書館支援サービスを基礎とし、学校図書館資料の整備・授業に

必要な図書リストの作成と配本・購入図書選書を行うため、市立図書館内に学校図

書館支援センターを設け、学校図書館と市立図書館及び各機関との連携に努めてい

きます。 

② 学習支援機能の整備 

各教科等の資料の活用、委員会活動、部活動などの教育活動における学校図書館

機能の利用等をとおして、学習支援機能の整備を図っていきます。 

③ 図書館システムの導入検討 

図書の受入・整理・除籍・検索・貸出・返却・利用状況管理等を行うため、図書

館システムの導入について検討します。 
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基本方針３ 子どもの読書活動に関する理解と関心の普及・啓発 

 

１ 子どもの読書活動に関する啓発の推進 

 

「子ども読書の日」（４月２３日）及びこの日から５月１２日までの「こどもの読書週

間」や「読書週間」（１０月２７日～１１月９日）、「あおもり冬の読書週間」（小寒から

大寒を挟んで 3 週間）は、国民や県民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理

解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるために設けられま

した。これらの週間を利用し次の取り組みを行います。 

  

 具体的な取り組み 

 

① 啓発の推進 

「子ども読書の日」の趣旨にふさわしい取り組みを更に広げていくために、地域、

学校、図書館や民間団体等との連携を図りながら、より充実した啓発活動が展開さ

れるよう働きかけていきます。 

また、子どもの健やかな成長に対する絵本の影響力や、子どもと本を結びつける

読み聞かせ活動の効果に対する理解を深める機会を提供することにより、地域ぐる

みで子どもの読書環境づくりを推進する機運を高めることを目的とした、子どもの

読書活動の推進を図る啓発活動に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        市立図書館における「子どもの読書週間」展示の様子 
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計画策定までの経緯 

 

本計画は、青森県教育庁生涯学習課の事業である「平成２７年度市町村個別課題検討会」

を一部活用し策定したものである。 

 

●平成２７年６月１０日（水） 

第１回市町村個別課題検討会 

 ・案件１ 計画策定に向けた今後のスケジュールについて 

 ・案件２ アンケート調査について 

 ・出席者 青森県生涯学習課 社会教育主事       白川 宏 

      西北教育事務所  主任社会教育主事     福澤 諭 

      西北教育事務所  社会教育主事兼指導主事  木村 道浩 

      五所川原市    社会教育課長       夏坂 泰寛 

      五所川原市    図書館次長        須藤 紀子 

      五所川原市    社会教育課長補佐     阿部 信幸 

●平成２７年８月２６日（水） 

 第２回市町村個別課題検討会 

  ・案件１ アンケート調査の結果について 

 ・出席者 青森県生涯学習課 社会教育主事       白川 宏 

      西北教育事務所  主任社会教育主事     福澤 諭 

      西北教育事務所  社会教育主事兼指導主事  木村 道浩 

      五所川原市    図書館次長        須藤 紀子 

      五所川原市    社会教育課長補佐     阿部 信幸 

●平成２７年１１月２５日（水） 

 第３回市町村個別課題検討会 

  ・案件１ 五所川原市子ども読書活動推進計画案について 

 ・出席者 青森県生涯学習課 社会教育主事       白川 宏 

      西北教育事務所  主任社会教育主事     福澤 諭 

      西北教育事務所  社会教育主事兼指導主事  木村 道浩 

      五所川原市    社会教育課長       夏坂 泰寛 

      五所川原市    図書館次長        須藤 紀子 

      五所川原市    社会教育課長補佐     阿部 信幸 

●平成２８年１月１５日（金） 

 五所川原市社会教育委員会議へ提出。原案どおり承認。 

●平成２８年１月２１日（木） 

 五所川原市教育委員会平成２８年第１回定例会へ提出。原案どおり承認。 

●平成２８年２月１８日（木）～３月１８日（金） 

 パブリックコメント実施。 

●平成２８年３月 

 計画公表。 

 


